




A Reconsideration of the Chicago Freedom Movement Part I: From the 














　本論文の分析対象となるシカゴ自由運動（Chicago Freedom Movement, 以下 CFMと略記）
は、シカゴの運動組織であったコミュニティ団体調整会議（Coordinating Council of Community 
Organization, 以下 CCCOと略記）が、マーティン・ルーサー・キング・ジュニア（Martin Luther 
King, Jr.）率いる南部キリスト教指導者会議（Southern Christian Leadership Conference, 以下 SCLC
と略記）に協力を依頼して 1965 年から始まった運動である。シカゴでは 1954 年のブラウン判決
以降、公立学校の人種隔離撤廃を求めた運動が活発に展開されていた 1。多様なグループが公立








































































と考えていた。学生非暴力調整委員会（Student Nonviolent Coordinating Committee, 以下 SNCCと















も人種平等会議（Congress of Racial Equality, 以下COREと略記）によって用いられていた。しかし、
SCLCのような黒人牧師主導による南部的なやり方は、すでに多様なグループによって構成され
ていた CCCOにとって適応し難いものであった 10。CCCOが SCLCに期待したのは明らかにキン
グの影響力であり、シカゴに注目を集めさせて問題を流動化させることであった。ところが、キ
ングのシカゴ不在のままで進められた 1965 年秋以降の準備期間は、方針が不明確なまま運動が
















「CFM」という名称はこの頃から使われるようになる。レイビーとキングによって、1 月 5 日
に「シカゴ計画（Chicago Plan）」として知られる計画書が発表された。キングは SCLCが南部で培っ
た社会変化に対する「論点を具体化すること（the crystallization of issues）」と「行動に集中する













いた。ところが、デイリーの相談役を務めていたシカゴ人間関係委員会（Chicago Commission on 























































Jackson）であった。全国パブティスト会議（National Baptist Convention, USA, Inc., 以下 NBCと
略記）の議長であるジャクソンは、シカゴの人種関係は良好だと捉えていた。彼は法と秩序を



























を選択する時に総意は得にくかった。ウエスト・サイド協会（West Side Organization, 以下WSO
と略記）のチェスター・ロビンソン（Chester Robinson）は、コミュニティに恩恵がある範囲で
CFMに協力していた。また、キングの北部での運動に懐疑的だったソウル・アリンスキー（Saul 
Alinsky）とアーサー・ブレイジァー（Arthur Brazier）のウッドローン協会（Temporary Woodlawn 































1963 年 8 月のワシントン行進の時に、彼は演説の草案でパワーについて「力の源泉を創造する







な意見が出始めていた 33。また、新たに創設されたミシシッピ自由民主党（Mississippi Freedom 
第三節　ブラック・パワーの主張とその背景
62 武 井 寛




























































































































　全国都市同盟のシカゴ支部（Chicago Urban League, 以下 CULと略記）のハロルド・M・バロ
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